













































































































































9 月 19 日（金）
○朝食の準備
○お見送りと終わりの挨拶
○最後の片づけ
（5）通学合宿に関する総括的評価
通学合宿終了後に、今回参加した子どもたちを
対象としてアンケート（生坂村公民館作成）を行
った。また、今回参加した廣田ゼミナール 3年生
を対象として、アンケート調査を行い、成果と課
題をまとめた。
以下に事後アンケートの結果を示す。
表 2．事後アンケート結果：児童
はい いいえ
通学合宿参加に
よる意識や習慣
生活などの変化
があったか
7人（87.5％） 1人（12.5％）
合宿中の調理は
楽しかったか
8人（100％） 0人
変化があったと答えた内容（保護者のコメント
も含む）
● 　ご飯つくりなど、大変だったから、積極的
に手伝おうと思った
●　早起きが習慣づいた
● 　親がいないと自分で考え行動するような自
律心が芽生えた気がする
● 　食事についても、つくり方など気にかけて
聞いてくるようになった
● 　お手伝いを自分から進んですることが多く
なった
調理をする中でできるようになったこと
●　包丁の持ち方
● 　献立に入っていた料理をつくれるようにな
った
●　サンドイッチをつくれるようになった
●　リンゴの切り方を覚えた
184
Ⅰ．教育事業報告
●　みそ汁をつくれるようになった
● 　手巻きずしの、たまごをうすくやいて、お
皿にもるのが楽しかった
食育講座
●　知らないことを学ぶことができた
● 　食育学習はクイズでいろいろ楽しく覚えら
れてよかった
● 　クイズのような問題をといたことが楽しか
った
●　食育のことを楽しく学べてよかった
事後アンケート結果：学生
成果、学修できたこと
● 　事前準備を十分行っておく必要性を学んだ
（5人 /8 人）
● 　調理作業での児童に対する支援方法につい
て考えることができた（6人 /8 人）
● 　児童との接し方等について考える場となっ
た（5人 /8 人）
● 　栄養教育に関する学びを深めることができ
た（6人 /8 人）　
●　食事の楽しさを伝えることができた
●　子どもたちの成長を感じることができた
今後の課題
●　その場に合った献立を考える力をつけたい
● 　親のありがたみがわかった子は少ないので
はないかと思う、最終目標は何かを考える必
要がある
まとめにかえて
日常生活の営みの中で、食事は欠くことができ
ないものである。通学合宿は、学生が児童と生活
を共にし、食事づくりについて実践的に教えるこ
とができる場である。食事づくりの楽しさを伝え
ることと、普段、家族が行っている日常生活の作
業を体験し家族への感謝の気持ちを育むというね
らいをどう融合させていくかが課題である。
2年間の実践により、通学合宿において展開す
る食育プログラムの検討を進めることができた。
今後は、保護者との連携を図りながら、通学合宿
での食育学習の成果を日常生活での定着につなげ
られるよう、ブラッシュアップを図っていきたい。
